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熊本大学企画部企画課広報室

熊本大学大学院医学教育部の大学院生が

健康ベンチャー企業を設立しました。

熊本大学大学院医学教育部(博士課程)在学中の松尾 洋さんが、大学での研究成果をもとに科

学的根拠に基づく健康づくり(Evidense Based Health Promotion)および介護予防の研究開発をコ

ア技術とした大学発健康ベンチャー企業「株式会社くまもと健康支援研究所」を設立しました。

昨年６月に成立した医療制度改革関連法では、平成２０年４月から医療保険者（市町村・政府

管掌・組合保険）等に対して、生活習慣病予防の徹底をはかるため、特定健診・特定保健指導が

義務化されます。このような健康サービス産業市場への期待が高まるなかでの起業であり、既に

県内１６の市町村と業務契約が締結されるなど、今後の熊本県内における健康サービスの一端を

担う企業として大変期待されます。

職員の中心は本学卒業生であり、共同研究者およびアドバイザーには本学大学院医学薬学研究

部教授らが名を連ねております。

ついては、下記のとおり記者発表を開催いたしますので、当日の取材方よろしくお願いいたし

ます。

記

【日 時】 平成１９年８月２１日（火）１０：００～１１：００

【会 場】 熊本大学インキュベーション施設１F 会議室 ※別添地図参照

【出席者】 松尾 洋 （株式会社 くまもと健康支援研究所 代表取締役

／熊本大学大学院医学教育部博士課程４年次）

上田 厚 （熊本大学大学院医学薬学研究部 教授）

廣末 英晴 （熊本大学地域共同研究センター 教授）

※ 代表取締役の松尾さんより、事業計画および事業内容についてスライドによる発表があります。

～お問い合わせ～

熊本大学知的財産創生推進本部

担当 野田（産学官連携コーディネーター）

TEL（096）342‐3209

国立大学法人熊本大学


